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高齢者の自立を支援するケアシス テ ム における看護マ ネジメ ン ト
1 . は じめに
看護サ ー ビ ス に質保障や管理と い う側面か ら , マ ネ
ジ メ ン トが導入され て きたが . 対象者が力を発揮で きる
看護 を目指すため に, 発揮される看護の マ ネジ メ ン ト機
能と は何か を探求するこ とが , 今回の学術集会の テ ー マ
で ある｡ 私は, 高齢者の総合的な支援を行 っ て い る自治
体の保健師と いう立場から , 高齢者の 自立を支援するケ
ア シ ス テ ム における看護 マ ネジ メ ン トを考えて み た い ｡
自立支援と は, 対象者の ｢ 主体的に生 きる｣ と い う
内面的な自立を支える こ とと ｢そ の 人ら し い 生活 の 維
持｣ - の援助で あると考えて い る｡
そ の意味で , ｢ 高齢者の 自立を支援するケア シ ス テ ム｣
とは
, 支援 の必要な高齢者自身が , フ ォ ー マ ル , イ ン フ ォ ー
マ ル サ ー ビス を活用して , 自分が望む生活を送ることが出
来るようになる仕組み を, 保健 ･ 医療 ･ 介護福祉分野の
専門家と住民との 協働によ っ て 創る ことであると思う｡
対象者の 持て る力を発揮 した そ の 人ら し い 生活 の 維
持を目指す看護援助の あり方に つ い て , 私が取り組んで
きた看護実践の 中から考えた い ｡
2 . ケアシステムづくりに向けて行っ てきた保健
師活動
昭和63年か ら平成7年まで の 担当地 区活動で 保健 師
が把握した
"
乳幼児を持 つ 母親の 仲間作り
"
と,
"
高齢
者の 寝たきり予防
''
と い う課題を, 地区役員に投げかけ,
地区活動に協力して もら っ た結果, 役員自身が課題 を発
見して , 主体的な活動を始めたと いう成果が得られた ｡
平成10年に は
"
行政と住民の パ ー ト ナ ー シ ッ プ によ
る福祉の 町づくり
''
を テ ー マ に した ドキ ュ メ ン タ リ ー 映
画 の 上映実行委貞会を通 し て , 参加者が やる気になり,
主体的に行動するため には , 住民の 力を信頼し. 体験学
習によ っ て 必要性や解決方法を学んで い くプ ロ セ ス を支
援する こと を学んだ ｡
平成14年に大学院 (地域高齢者看護 シ ス テ ム 管理学
専攻) に入学 し, ｢ 認知症高齢者の 自立支援と家族の 成
長発達を目指すケア マ ネ ジ メ ン ト の 質向上｣ を取り上
げ, ケ ア マ ネジ メ ン トリ ー ダ ー (以 下 , C M L) と行政
安 藤 智 子 (銚子市役所 高齢者福祉課)
が協働でケ ア マ ネジ ャ ー (以下 , CM) を支援する しく
み作りに取り組んだ ｡
保健師とC M L によ るC M支援プ ロ セ ス は, 支援課題
の 共有 - 支援目標の 共有 - 支援方法に関する学習 ･ 認知
症高齢者の ケア マ ネジ メ ン ト の あり方の 学習 - 支援対象
cM の 抽出 - ケ ア プラ ン検討会の 実施 - 評価で , C M L
支援の ポイ ン トは エ ン パ ワ メ ン ト で あ っ た｡ C M Lの持
つ 力を信頼 し, 学習会によ っ て 力量向上を図ると とも
に , 実践を振り返 っ て 成果を フ ィ ー ドバ ッ ク したり, 不
安や困難感に対処 した ｡ また , 行政と自主組織に所属す
るC M Lの 関係は , パ ー トナ ー シ ッ プ に基 づくもの であ
り, C Mの 力量形成にお い て , C M Lを中心 に した支援
が効果的で ある ことがわか っ た ｡
3 . 高齢者自身の取り組み支援
昨年 , 厚生労働省の 介護予防シ ス テ ム の あり方検討
会に参加 し, 高齢者を中心に して , 一 緒 に健康や生活上
の 課題を考え, サ ー ビス を活用 して主体的に自己実現を
目指せ るよう支援する個別ケア マ ネジ メ ン トが重要で あ
る こ とを学んだ｡
看護は , 介護予防ケ ア マ ネジ メ ン トにお い て ①生活
機能低下 の背景や要因を総合的に分析する視点 ②改善
の可能性や今後の 状態を予測する知識 , ③改善に向けた
セ ル フ ケア の 習得や取り組み へ の 意欲を支援する技術,
④チ ー ム ケ ア にお ける調整や統合の 技術等にお い て機能
を十分発揮するこ とが求められ て い る｡ 特に, 高齢者自
身の考えを把握 しながら , 専門職と し て の ニ ー ズ と高齢
者の思 いをすり合わせ て い く過程の援助の あり方に つ い
て t 今後, 追究して い きた い と思 っ て い る ｡
さ ら に, 自立 支援の ため の ケ ア シ ス テ ム を行政 の 政
策と して 位置づ けるためには , 費用対効果や実行するた
め の組織, 専門職な どを マ ネジ メ ン トするとともに, 企画
書に示して行政管理者にア ピ ー ル する ことが必要で ある｡
当事者や市民との 協働で 学んだ , 支援 の あり方を生
か して , 自分 の 町の 目指す方向を住民と共に描き, 高齢
者が持て る力 を発揮できるシ ス テ ム の政策化と確立を目
指 した い ｡
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